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※城名は後世の人が便宜的に名付けたものが多いため、同名の城が各地にあります。
今回は第３２回でご紹介した天神山城とは別の城跡です。
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通路から土橋に残る堅堀
（北側から撮影）

天神山城遠望（南側から撮影） 天神山城略測図（作図：秋本 哲治）
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堅堀1

天神山城
て ん じ ん や ま

シリーズ「お城拝見！」第71回 《吉田町竹原》

安芸高田歴 紀行史
安芸高田市歴史民俗博物館

学芸員　秋本 哲治

立
地吉

田
町
小
山
へ
伸
び
る
長
い
谷
の

入
口
に
あ
た
り
、
山
麓
を
砂
田
川
が

巡
る
半
島
状
に
突
き
出
し
た
尾
根
上

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
谷
を
挟
ん
で

５
０
０
ｍ
西
側
に
は
琴
崎
城(

第
38

回)

が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
す
ぐ
東

の
長
尾
神
社
ま
で
は
広
い
道
が
あ
り

ま
す
。

歴
史江

戸
時
代
中
期
の
『
高
田
郡
村
々

覚
書
』
に
は
、｢

天
神
古
城｣

と
し
て
、

城
主
が
井
上
河
内
守
と
あ
り
ま
す
。

井
上
河
内
守
と
は
毛
利
家
臣
井
上
一

族
の
光
兼
・
元
兼
父
子
が
そ
れ
に
あ

た
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
戦
国
時
代

の
史
料
で
は
こ
の
城
と
の
関
係
は
不

明
で
す
。
井
上
元
兼
は
毛
利
家
臣
の

中
で
も
吉
田
周
辺
に
強
大
な
経
済
力

を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
１
５
５
０

年
に
元
就
に
討
滅
さ
れ
ま
し
た
。

城
跡全

長
約
30
ｍ
の
郭
🅰
と
そ
れ
を
囲

む
帯
状
の
郭
🅱
を
中
心
に
北
西
方
面

に
小
規
模
な
郭
が
何
段
に
も
築
か
れ

て
い
ま
す
。
尾
根
続
き
の
東
側
に
は

土
橋
と
堀
切
の
跡
が
あ
り
、
南
側
に

は
竪
堀
1‌

2
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
竪

堀
1
の
起
点
に
は
小
粒
な
が
ら
石
積

を
確
認
で
き
ま
す
。
全
体
的
に
は
北

西
側
を
向
い
て
お
り
、
遺
構
も
よ
く

残
っ
て
い
ま
す
。
な
お
郭
🅰
に
は
古

墳
状
の
高
ま
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。

考
察小

さ
な
尾
根
で
す
が
、
見
た
目
以

上
に
斜
面
が
急
峻
で
す
。
中
心
部
が

か
な
り
広
く
、
居
住
も
可
能
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
北
西
方
向
の
小
郭
群
は

造
り
が
粗
く
、
ど
こ
ま
で
が
城
の
遺

構
か
不
明
瞭
で
す
。
谷
を
隔
て
て
並

ぶ
琴
崎
城
と
は
標
高
が
近
く
、
何
ら

か
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。

　
放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第
1
学

期
（
4
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
ま

す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
・
教
育
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
卒
業
を
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
1
科
目
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履

修
生
と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持

ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、

全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
4

年
以
上
在
学
し
て
、
1
2
4
単
位
を

修
得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」

　
12
月
よ
り
第
15
期
入
館
作
家
の
新
た

な
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
展
示

替
え
お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
冬
ま

つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
日
は
作
家

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
は
じ

め
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
す
る
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

一
日
で
す
。
特
別
に
入
館
無
料
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
あ
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
17
時

（
た
だ
し
、
入
館
は
16
時
30
分
ま
で
）

　
八
千
代
の
丘
美
術
館

●
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
同
時
開
催

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
八
千
代
の
丘
美

術
館
へ
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を

　
手
づ
く
り
し
よ
う
」

　
12
月
４
日
（
日
）
10
時
〜
12
時

　
　
Ｍ
棟
入
館
作
家

　
　
大
久
保
麻
里
子
先
生

　
３
０
０
円

　
20
名
　
　
　
　
　
軍
手

「
や
っ
て
み
る
と
簡
単
！

　
刺
し
子
コ
ー
ス
タ
ー
」

　
12
月
４
日
（
日
）
13
時
〜
15
時

　
　
筒
描
キ
ル
ト
作
家

　
　
岡
原
恵
子
先
生

　
５
０
０
円

　
　
　
糸
き
り
ば
さ
み 

も
の
さ
し

　
15
名

 

　
平
成
28
年
生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に

関
す
る
調
査
（
全
国
在
宅
障
害
児
・
者

等
実
態
調
査
）
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
厚
生
労
働
省
が
、
障

害
者
施
策
の
推
進
に
向
け
た
検
討
の
基

礎
資
料
と
す
る
た
め
、
概
ね
5
年
毎
に

在
宅
の
障
害
児
・
者
等
（
難
病
等
患
者

や
こ
れ
ま
で
の
法
制
度
で
は
支
援
の
対

象
と
な
ら
な
い
方
を
含
む
。）
の
生
活
実

態
と
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
全
国
約
2
4
0
0
国
勢
調
査
調
査
区

に
居
住
す
る
、在
宅
の
障
害
児
・
者
等
『
障

害
者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
）
所
持
者
、
難
病
等
患
者
及
び
こ
れ

ま
で
法
制
度
で
は
支
援
の
対
象
と
な
ら

な
い
が
、
長
引
く
病
気
や
け
が
等
に
よ

り
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
あ
る
方
』
が
対

象
で
す
。

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
今
回
2
地
区
内

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
　
　

　
12
月
1
日
（
木
）
を
調
査
日
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　
事
前
に
対
象
と
な
る
調
査
地
区
内
の

全
世
帯
に
「
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ
」

を
配
布
し
ま
す
。
そ
の
後
、
調
査
員
が

12
月
中
旬
頃
に
訪
問
し
、
調
査
の
趣
旨

等
を
説
明
の
う
え
調
査
の
対
象
と
な
る

か
の
確
認
を
し
た
後
、
調
査
票
の
配
布

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
目
的
を
ご
理
解
の
上
、

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
出
願
期
間
12
月
1
日
か
ら
3
月
20
日
ま

で
、資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
0
8
2

-

2
4
7

-

4
0
3
0
）
ま

で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　
広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
学
校

で
は
、
平
成
29
年
4
月
入
学
生
を
募
集

し
ま
す
。

◎
自
動
車
整
備
課
（
期
間
2
年
・
高
卒

18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

◎
溶
接
加
工
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以

下
）

◎
建
築
課
（
期
間
1
年
・
45
歳
以
下
）

◎
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
期
間
6
ヶ
月
・

年
齢
制
限
な
し
）

　
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。
希
望
の

方
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
1
月
5
日
（
木
）〜
2
月
9
日

（
木
）
必
着

選
考
日
・
選
考
内
容
・
合
格
発
表
日
等

時

所時時 料

料

定

定

講
師

持
参
物

持
参
物

調
査
対
象

調
査
期
間

調
査
方
法

講
師

に
つ
い
て
は
、
当
校
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
指
示
に
よ
っ

て
入
校
し
た
人
に
は
、
訓
練
の
終
了
日

ま
で
受
給
期
間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、

諸
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

三
次
高
等
技
術
専
門
校

三
次
市
十
日
市
南
6

-

14

-

1

☎
0
8
2
4

-

62

-

3
4
3
9

【
防
衛
大
学
校
学
生 

一
般
（
後
期
）】

　
　 

高
卒
（
見
込
含
む
）
21
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
2
月
18
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
3
月
10
日（
金
）

（
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者
の
み
）

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）〜
27
日（
金
）

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒 

一
般
】

　
　 

男
子
中
卒（
見
込
含
む
）17
歳
未
満

一
次:

平
成
29
年
1
月
21
日（
土
）

二
次:

平
成
29
年
2
月
2
日（
木
）〜
5
日

（
日
）（
一
次
試
験
合
格
者
の
う
ち
上
記
日

程
の
い
ず
れ
か
1
日
を
指
定
）

　
　
　
　
平
成
28
年
11
月
1
日（
火
）〜

平
成
29
年
1
月
6
日（
金
）

【
自
衛
官
候
補
生
】

　
　 

18
歳
以
上
27
歳
未
満

年
間
を
通
じ
て
受
付
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
待
遇
、
給
与
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
自
衛
隊
可
部
募

集
案
内
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
平
成
29
年
版
の
広
島
県
民
手
帳
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
表
紙
カ
バ
ー

の
色
は
エ
ン
ジ
、
サ
イ
ズ
は
２
種
類
で
、

小
さ
め
の
ポ
ケ
ッ
ト
版
と
大
き
め
の
デ

ス
ク
版
と
が
あ
り
ま
す
。

　
購
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
代
金
を
ご

持
参
の
上
、
次
の
販
売
期
間
中
に
販
売

場
所
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

11
月
24
日
（
木
）〜
12
月
15
日
（
木
）

本
庁
総
務
課
・
各
支
所
窓
口

○
ポ
ケ
ッ
ト
版
　
6
3
0
円

（
タ
テ:

1
4
9
㎜×

ヨ
コ:

90
㎜
）

○
デ
ス
ク
版
　
１
２
０
０
円

  （
タ
テ:

2
1
5
㎜×

ヨ
コ:

1
5
3
㎜
）

※

い
ず
れ
も
税
込
価
格
で
す
。

※

デ
ス
ク
版
は
数
が
少
な
い
た
め
、
売

り
切
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

　
飼
育
群
数
の
多
少
に
限
ら
ず
蜜
蜂
を

飼
育
す
る
場
合
は
、「
蜜
蜂
飼
育
届
」
の

提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
毎

年
1
月
末
ま
で
に
県
に
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

た
だ
し
、
園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
用
に

飼
育
す
る
場
合
な
ど
届
出
が
不
要
な
場

合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
県
庁
畜
産

課
（
☎
0
8
2-

5
1
3-

3
6
0
4
）

ま
た
は
西
部
畜
産
事
務
所
（
☎

0
8
2-

4
2
3-

2
4
1
1
）
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
寄
附
者
】

城
間 

修
平

鈴
木 

智
恵
子

吉
田 

茂
生

本
田 

洋
介

西
村 

勝
司

高
田 

喜
治

井
上 

正
昭

吉
成 

英
司

廣
野 

博
士

仲
田 

雄
介

伊
本 

孝

斉
藤 

大
樹

江
藤 

一
男

藤
田 

肇

松
山 

龍
二

中
川 

斉

遠
藤 

聡

山
手 

洋
二

木
曽 

由
香

竹
内 

友
梨

小
島 

麗
子

松
尾 

龍
人

須
田 

仁

中
村 

智
也

木
戸 

智
子

塩
出 

健
人

岡
原 

正
幸

藤
井 

智
昭

竹
中 

朋
祐

北
川 

武
司

遠
藤 

桐
子

井
家
上 

良
雄

倉
本 

忠
之

半
田 

聡

藤
井 

本
晴

加
藤 

和
義

榎
本 

久
志
郎

林 

め
ぐ
み

工
藤 

大
輔

池
田 

正
昭

松
田 

淳
司

宮
原 

良
和

笠
原 

洋
子

田
中 

克
尚

二
張 

洋
司

奥
田 

文
幸

坂
野 

閣
紀

馬
場 

彬

土
山 

雅
人

斉
藤 

大
樹

海
老 

正
秀

波
多
野 

茂
樹

粕
谷 

健
次

安
藝 

裕
子

農
田 

慎

西
田 

一
弘

高
橋 

英
利

新
井 

秀
人

山
田 

有
孝

髙
杉 

洋
二
郎

松
見 

和
行

矢
代 

操

佐
藤 

ソ
ノ
ミ

川
崎 

良
雄

山
中 

康
高

和
田 

忠
彦

村
上 

良
一

匿
名
希
望

　
平
成
28
年
分
の
確
定
申
告
書
に
は
、

申
告
者
ご
本
人
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
12
桁
の
番
号
）」
の
記
載
と
「
本
人
確

認
書
類
」
の
写
し
の
添
付
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

※

本
人
確
認
書
類
と
は
、
次
の
い
ず
れ

　
か
の
書
類
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
と
運
転
免
許
証
、
健
康

　
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民

　
票
の
写
し
と
運
転
免
許
証
、
健
康
保

　
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

　
な
お
、
申
告
者
ご
本
人
の
申
告
書
に

扶
養
親
族
等
を
記
載
す
る
場
合
は
、
扶

養
親
族
等
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
合
わ
せ

て
記
載
し
ま
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
わ
か
る
よ
う
に
メ
モ
し
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

月
間
有
効
求
職
者
数 

　
４
５
２
人

月
間
有
効
求
人
数
　
　
６
４
８
人

月
間
有
効
求
人
倍
率
　
１
．４
３
倍

お
仕
事
の
ご
相
談
・
求
人
募
集
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☎
42-

0
6
0
5

　
42-

0
2
2
4

八
千
代
の
丘
美
術
館
冬
ま
つ
り
開
催
！

八
千
代
の
丘
美
術
館

☎
52
ー
３
０
５
０

平
成
28
年

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査

社
会
福
祉
課

☎
42
ー
5
6
1
5

Living 
Information

安芸高田市　☎42-2111（代）

総務部・企画振興部
市民部
福祉保健部
産業振興部
建設部
教育委員会
議会事務局
消防本部・消防署

42-4376
42-2130
42-2130
42-1003
47-1206
42-4396
47-0250
47-1191
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